
西宮キャンパス

〒663-8204  兵庫県西宮市高松町8-33
TEL：0798-63-5741

●阪急「西宮北口」駅より徒歩約3分
●JR「西宮」駅よりバス約5分あるいは徒歩約13分

〒658-8501　神戸市東灘区岡本8-9-1（iCommons 3階）
【Email】ps@adm.konan-u.ac.jp　【URL】https://www.konan-u.ac.jp/cs/

TEL（078）435-2322（直通） FAX（078）435-2553

岡本キャンパス

〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1
TEL：078-431-4341

●阪急「岡本」駅より徒歩約10分
●JR「摂津本山」駅より徒歩約12分

ポートアイランドキャンパス

窓口時間

〒650-0047  神戸市中央区港島南町7-1-20
TEL：078-303-1457

［ 平日］午前9時～午後6時（講義・試験期間中）
［土曜日］午前9時～午後1時

休務日 日・祝日

※夏期休業期間中は平日午前10時～午後4時までとなります。

※ただし、学年暦の変更により、休務日は変わることがあります。

●神戸新交通ポートアイランド線（ポートライナー）
   「計算科学センター」駅より徒歩約4分

ネットワークキャンパス東京

〒100-0005  東京都千代田区丸の内1-7-12　サピアタワー10F
TEL：03-6266-9520

●JR「東京」駅「日本橋口」より徒歩約1分
●在来線「八重洲北口」より徒歩約2分

キャリアセンター
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3年次 4年次

GREETING

社会に向けて、優れた人材を送り出すために。

　甲南大学では、インターンシップを含むキャリア形成支援
プログラムを全学部に導入し、希望する学生に受入企業の紹
介を行っています。本プログラムは、学生が実際に就労を体
験することにより、社会で求められる知識や能力を認識し、
しっかりとした就業意識をもって学業にあたる姿勢を培うこ
とを目的としています。
　2023年度は、51社の企業・団体様のご協力を得て、79名
の学生が対面またはオンラインで本プログラムに参加してい
ます。本プログラムに積極的に取り組むことで課題発見力や
主体性、発信力や傾聴力といった社会で求められる様々な能
力を身に付けることができます。

　また、実習前には「ビジネスマナー」や「コンプライアンス」な
どの事前研修、実習後には、成果発表を兼ねた事後研修を実
施しています。事後研修には受け入れ企業・団体の皆様にも
参加いただき、学生の成果報告に対するアドバイスをいただ
きます。
　本プログラムに参加することは、将来の進路を考える
きっかけになります。また、実社会での経験を通じて自分の
強みや弱みを知ることで、大きく成長するチャンスが生まれ
ます。3年生はもちろん、1・2年生も積極的に参加してくだ
さい。

　甲南大学では、学生が自らの個性や適性を把握して主体的
にキャリアを形成し、自身に適合した仕事・職業を選択できる
よう導くとともに、社会で必要とされる専門能力の向上につな
がる環境を整えています。
　1年次を「自己発見段階（なりたい自分を探す）」、2年次を
「進路選択段階（自分を高める）」、3年次を「進路活動準備段階
（自ら動く）」、そして4年次を「進路決定段階（社会へ漕ぎ出
す）」と位置づけ、4年間での完成を意図したトータル支援

プログラムを実施しています。
　また、国家資格キャリアコンサルタント有資格者による個別
相談、在学中に就業を体験するキャリア形成支援プログラム、
資格取得支援講座、社会で活躍する卒業生による全面的な
バックアップ体制、さらに首都圏での就職を支援する「ネット
ワークキャンパス東京」でのサービスなどを通じて、学生一人ひ
とりをサポートする体制を構築しています。

キャリアセンター所長からのごあいさつ 参加者数・受入先企業数（5年間推移）

プログラムにご協力いただいた企業・団体名

CAREER DESIGN

甲南大学のキャリアデザイン

2年次

自己発見

これからの4年間を目的
意識を持って送るために、
「将来の自分はどうなりた
いか」というビジョンを描
いて学生生活の計画を立
てます。

進路選択

自分が関心のある進路を
見つけたら、「どのような
知識や能力が必要なの
か」を知り、身につける努
力をします。

進路活動準備

自分に適した進路を選択
し、その業界の研究を具
体的に始めます。キャリア
形成支援プログラムやガ
イダンスの活用が大きな
ポイントとなります。

進路決定

企業訪問や採用試験、面
接など、具体的な就職活
動の日々が始まります。納
得のいく進路が決定する
までキャリアセンターが徹
底的にサポートします。

��

参加者数 受入先企業数

2019 2020 2021 2022 2023 2019 2020 2021

71

文学部

100

80

60

40

20

0

理工学部 経済学部 法学部
経営学部 知能情報学部 マネジメント創造学部
フロンティアサイエンス学部 大学院生

2022 2023

33

47
39

51

2023年度プログラム参加者数は、文学部18名、理工学部2名、経済学部13名、法学部22名、経営学部14名、
知能情報学部5名、マネジメント創造学部5名の合計79名。
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キャリアセンター所長

藤田　順也（経営学部　教授）

1年次

社会で活躍する人材を育てるキャリア形成支援プログラム。
受入企業様・学生ともに有意義な体験になることを目指しています。

�����������������������

製造業

卸売・小売業

銀行・証券 ･ 保険業

公務 ･ 非営利団体

教育・サービス業

加藤産業株式会社
神戸トヨペット株式会社
ゴダイ株式会社
株式会社三陽商会
株式会社シマブンコーポレーション
寺内株式会社
株式会社富士インダストリーズ
株式会社マルハチ

友栄食品興業株式会社
株式会社フルノソフテック
三ツ星ベルト株式会社

建設・不動産業

株式会社大林組
協和テクノロジィズ株式会社
住商アーバン開発株式会社

株式会社ODKソリューションズ
株式会社クラックスシステム
株式会社サカイ引越センター
東京コンピュータサービス株式会社
ナビオコンピュータ株式会社
株式会社ニッセイコム
日東コンピューターサービス株式会社
兵機海運株式会社

いちよし証券株式会社
SMBC日興証券株式会社
北おおさか信用金庫
但陽信用金庫
播州信用金庫

岩国市役所
大阪府庁
大府市役所
加古川学園・播磨学園
加古川市役所
近畿農政局
神戸市東灘区役所
高砂市役所
鳥取県警察本部
灘公共職業安定所
西宮市役所
姫路市役所
兵庫県庁
広島県庁
松原市役所
山口県庁

ANAクラウンプラザホテル神戸
株式会社Dreamin
株式会社サーベイリサーチセンター
司法書士法人blue ship
株式会社パソナグループ
兵庫六甲農業協同組合
株式会社ブレイザーズスポーツクラブ

マスコミ

姫路ケーブルテレビ株式会社

運輸・通信業

（50音順）

1年次から4年次まで体系だてて質を高めていくキャリアデザイン

136

53

94
73 79



プログラムでは
多角的な視野を養うことができた

プログラムを通して
「働く」意義を見つけられた

政策を実行して「子育て世代の定住・移住の促進」を図っていま
す。10日間の研修では、観光係の方にふるさと納税の概要を説
明していただき、松原市の寄付金額を増やすための返礼品を考
えました。また、広報係の方と広報誌やSNSの作成をしました。
表敬訪問や定例記者会見の写真を撮影し、広報誌のレイアウト
を考えたり、文章を作成したりしました。その他、松原市の来訪者
増加のためのシティプロモーションを考え、スライドを作り発表
しました。市のグルメや観光スポットなど、勉強してきたことの総
まとめのような発表でした。
　私はプログラムを通じて業界研究の重要性を学びました。事前
に市の観光や市政情報を詳しく調べていたので、返礼品やシティ
プロモーションを検討するときにスムーズに行えました。また、与え
られた課題を計画的に行えるようになりました。研修後半からは、
プレゼンテーションや広報誌作成の合間に表敬訪問の撮影などで
離席することが増えたので、その時間も考慮して課題を遂行しま
した。
　今回のプログラムでは多角的な視野を養うことができました。
私が提案した政策は殆どが既に考えられているものであり、新し
い政策を考えるのはとても難しかったです。しかし、常に深く知ろ
うとする姿勢を持つことで固定概念が変化し、柔軟な発想ができ
るようになりました。自信を持って就職活動ができるように、今後
も業界研究を妥協せず徹底的に行っていきたいです。

　人々が安全かつ快適に生活でき、将来的に人口が増えていくよう
なまちづくりがしたく、市役所の観光・シティプロモーション課での
プログラムを志望しました。
　現在、大阪府の人口は大阪市に流れているため、松原市は様 な々

　5日間を通して、「働く」意義を見つけることができました。まず
私は、プログラムに参加するまで「働くこと」＝「お金を稼ぐこと」
という認識でした。しかし、次第に、自分のためだけでなく誰かの
ために、社会のために働きたいと強く感じるようになりました。パ
ソナグループでは、社員全員が「社会問題を解決する」「人を活か
す」という目標に向かい、自分の仕事に誇りを持ち、活き活きと働
いておられました。私も、そんな姿を見てこんな企業で働きたいと
思ったのと同時に、自分の仕事に誇りを持てるよう、最後まで諦
めず自分が納得のいく就活をしようと決意することもできました。
　また、今までなかなか就職活動に対して前向きになれなかった
のですが、様々な業界を見たり、知ることができるのは私たち就
活生の特権だと思えるようになりました。また、その後1day仕事
体験や、説明会などに参加する時もワクワクした気持ちで挑むこ
とができるようになりました。就職活動は、決して簡単なものでは
なく、たくさん悩み、自分自身と向き合わないといけないため、し
んどいこともたくさんあります。しかし、この経験がこれから社会
に出る上で必要な力となるはずです。就職活動を通して、大学で
の学びを活かし、自分の魅力を最大限に発揮し、自分を大きく成
長させられるよう一生懸命頑張ろうと思います。
　就職活動に対して、ここまで前向きに考えられるようにしてく
ださった、パソナグループの方には感謝でいっぱいです。素敵な
経験を本当にありがとうございました。

　パソナグループに興味があったこと、就職活動を始めるきっかけ
を作りたいという思いから、本プログラムに参加しました。
　1日目は、淡路島で会社説明、マナー研修、バスツアー。2、3、4日
目は大阪でグローバル事業の説明や業務体験。5日目は、シュー
キーパー制作や手話講座、プレゼンテーションを行ないました。

松原市役所

法学部　3年  

植田 斗真 さん

受入先企業

❶ 

❷ 

❸ 
❹ 

❺

❻

❼

プログラムで学んだ社会的な視点を、今後の社会学科での学習や研究に活か
したい。    
自分から積極的に動くことの難しさを痛感した。残りの大学生活はもちろん、
社会人になってからも必要とされる力なので、積極性を伸ばすことを意識しな
がら活動したい。     
就活をする上での業界研究や自分の適性を知る自己分析に役立てたい。  
他の企業のプログラムにも積極的に参加し、今回のプログラムと比較しながら業
界理解を深めたい。また、仕事に限らず、責任のある行動を心掛けていきたい。  
視野を広げ周りをよく見ることの大切さを学んだので、今後のグループワーク
などで自分のことばかりに集中せず全体をよく見て行動したい。   
社会人としての自覚・責任を持つために、どのように過ごすべきかが明確に
なった。プログラムの経験を学業のグループ演習やアルバイト先でも生かし
たい。       
プログラムの経験を通して仕事内容だけでなく、仕事に対する気持ちの面も
教えていただいた。どんな仕事をするにしてもチャレンジ精神が重要であるこ
とを学んだ。今後は失敗を恐れずに、何事にも積極的に取り組みたい。  
       

❶ 

❷ 

❸ 

❹ 

❺

❻

業務内容や業界に関する知識を得ることができ、自分と業界との適合性
を判断する材料を入手できた。    
店舗実習や見学などカリキュラムが充実していた。大学側からのフォローは
もちろん、企業様からも丁寧なフィードバックをもらえたので、とても有意義な
プログラムになった。    
プログラムでは、業界や企業について理解を深める事ができた。また、実務に
近いカリキュラムも充実しており、働く姿の解像度を高めることができ、志望
度が上がった。     
実際の業務体験の場を多く設けていただいたほか、プログラムに参加したか
らこそ聞けるような職場のリアルな話をたくさん伺うことができた。 
5日間のプログラムを通して、様々な仕事内容を教えていただいたり体験したり
したことで、仕事内容についてイメージがつかみやすくなった。また、自分のした
いことが明確になった。    
実習先の皆様が親切で、仕事内容について丁寧に教えて下さった。また、支店
での実習が終わった次の日には、報告やグループワークなどふりかえる時間
が設けられていた。

❶ 
❷ 
❸ 

プログラムに行く前から、事前にビジネスマナーなどを学べて良かった。  
プログラム前後の研修会など、フォローが手厚くて心強かったです。  
プログラムについて質問があったときにキャリアセンターへ伺ったのですが、す
ぐに対応していただけました。実習先の職員の方々が丁寧に対応して下さり、
大きな不安を抱えることなく最終日まで取り組むことが出来ました。  
       

「たいへん良かった」「良かった」理由

Q1
受入先企業を選択した理由（複数回答可）

Q4
プログラムの経験を今後にどう生かしていこうと
思いますか？

Q5
「プログラム前に習っておきたかった」と
いうことはありましたか？（複数回答可）

Q6
その他、プログラム全体について何か感想があれば
ご記入ください。

Q2
プログラムに参加してよかったですか？

Q3
プログラムで得た成果はどのようなものですか？
（複数回答可）

51名

10名
2名

たいへん良かった

良かった

あまり良くなかった

26名

20名

21名
18名

21名

15名
業界についての情報

企業についての情報

ビジネスマナー

会社での仕事の流れ

パソコンの基本操作

敬語の使い方

����������������������������������������������

STUDENT VOICE

学生体験談

QUESTIONNAIRE RESULTS

プログラム参加学生　アンケート集計

株式会社パソナグループ

受入先企業

10名

就職希望の企業・業界41名
10名

22名
11名

13名

カリキュラムの内容が魅力的だった

日程が自分の
都合にあった

地元企業

プログラム
実施期間

知名度のある企業

50名

45名43名

16名

21名
18名 職業意識の形成

職業適性の確認

人脈の拡大

大学での
学習意欲の向上

専攻・学習分野での知識の向上

責任感・自立心の向上

マネジメント創造学部　3年

楠本 さくら さん



　実社会で就業体験を行うプログラムは、学生が社会で求
められる知識や能力を認識し、しっかりとした職業観・就労
意識を培う上で大きな効果があるため、次世代を担う有為
な人材育成の手段として注目されています。甲南大学では
本プログラムを教育の一環として単位認定の対象科目とし
て実施しており、１年次から参加を奨励しています。
　プログラムに参加する学生は、業界および企業研究を
行った上で参加申込書を作成し、選考を受けます。選考で
は、自己ＰＲや志望動機を通して業界への関心の高さや意

欲を確認します。また、コンプライアンスやビジネスマナー
講座などの事前研修で社会常識や予備知識を学んだ上で
プログラムに臨みます。
　9月又は10月に行う事後研修では、自らの体験を振り返
るグループディスカッションを通して知識や学びを共有しま
す。企業・団体のご担当者様にもグループディスカッション
や成果発表の様子を見学いただき、フィードバックをいただ
きます。

スケジュール

甲南大学独自の研修内容

参加概要

参加学生は、事前にビジネスマナー講座など、所定の研修を受けて各企業・団体様の
プログラムに参加します。研修内容の一部を紹介します。

大まかな流れ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
含
む
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
心
の
あ
る
学
生
対
象
。

全
体
の
流
れ
や
受
入
企
業
に
つ
い
て
の
説
明
。

ガイダンス

4・5月 8・9月6月 7月 9月

評価のフィードバック・事後研修共有マッチング選考 就業体験実施・学び

期間

事前研修 ❶働く心構え　❷コンプライアンス　❸ビジネスマナー ●情報交換　●グループディスカッション　●成果発表研修

学
　
生 （
1
年
次
〜
）

大
　
学

学
生
に
募
集
要
項
を

公
開

学
研
災
付
帯

賠
償
責
任
保
険
加
入

参
加
申
込
書
の
受
付

企
業
研
究

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ・キ
ャ
リ
ア
実
習
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
4
月
中
旬
）

ビ
ジ
ネ
ス
社
会
の
常
識・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス・指
示
の
受
け
方
、

報
告
、連
絡
、相
談
の
必
要
性
な
ど
の
ス
キ
ル
や
姿
勢
を
習
得
。

前
期
末
試
験

事
前
研
修 【
❶
心
構
え 

❷
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
】

挨
拶
の
仕
方
や
電
話
応
対
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
習
得

事
前
研
修 【
❸
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
】

本
学
や
企
業
に
お
い
て
選
考
を
実
施
。

選
考

参
加
学
生
の
決
定

就
業
体
験

受
入
先
企
業
は
、キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
か
ら
紹
介
を
受
け
る
か
、

W
e
b
な
ど
を
利
用
し
て
自
分

で
探
す
こ
と
も
可
能
。

参
加
申
込
書
の

作
成・申
込

希
望
す
る
企
業
を
決
め
て
参

加
申
込
書（
本
学
・
企
業
所
定

の
様
式
）を
作
成
。

受
入
企
業
研
究

期
間
中
は
日
報
を
、終
了
後
に
は
報
告
書
を
作
成
。

事
前
研
修

【
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
】

社
会
人
と
し
て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

法
律
や
企
業
倫
理
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
必
要
な
マ
ナ
ー（
言
葉
遣
い
、

電
話
の
掛
け
方
、お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
）を
、

専
門
家
の
指
導
の
も
と
に
学
び
ま
す
。

参
加
学
生
が
、グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

し
て
知
識
や
学
び
を
共
有
し
ま
す
。企
業
・
団
体

様
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

事
前
研
修

【
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
】

事
後
研
修

【
報
告
会
】

2024年8月1日（木）～9月19日（木）
夏期休業期間に1～2週間程度

申込 参加申込書の提出が必要です。詳細は4月中旬に実施
する「インターンシップ・キャリア実習ガイダンス」で
お知らせします。

選考 申込書類をもとに選考を実施します。
選考は本学または企業様で実施します。

保険 参加学生は「学研災付帯賠償責任保険」に加入します。

単位
単位認定については、学部、学年により取り扱いが異な
ります。希望する学生は、履修要項・シラバスを事前に
よく確認してから申請してください。

STUDENT 
VOICE

STUDENT 
VOICE

����������������������������������������������

ガイダンスから事前・事後研修までトータルにコーディネート

SCHEDULE

プログラムの流れとスケジュール

グループディスカッション 成果発表

意外な所でコンプライアンス
違反になるという事を知れた
ので良かったです。

大変充実した時間を過ごせました。
今回のプログラムだけでなく、これ
から先も役立つことが学べました。

悪意が無くても、気づかないう
ちに情報漏洩してしまう可能性
があることを知ったので、より
注意深くなろうと思いました。

STUDENT 
VOICE

しっかり復習して身につけ、
プログラムに参加しようと思います。

他企業での経験を知れたこと、そこ
から発展させたグループワークで
自分の成長につながると思えた。

企業の方からのフィードバック
が参考になりました。

事後研修


